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大
阪
市
南
部
・
東
部
地
区

歯
科
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
学
ぶ

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

日
本
歯
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

理
事
長 

長
谷
川　

了

ボランティア団体を設立

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
口
約
５
２
０
０

万
に
対
し
歯
科
大
学
は
軍
医
学
校
を

含
め
３
校
の
み
で
、
歯
科
医
師
は
現

在
約
４
千
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

九
州
歯
科
大
と
連
携
し
て

九
州
歯
科
大
と
連
携
し
て

　

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
は
公
立
大

学
法
人
九
州
歯
科
大
学
理
事
長
・
学

長
に
就
任
し
た
西
原
達
次
先
生
と
と

も
に
特
定
非
営
利
法
人
日
本
歯
科
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
以
下
Ａ
Ｄ
Ｖ

Ｊ
）
を
立
ち
上
げ
、
西
原
学
長
と
共

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
現
地
の
歯

科
事
情
、
現
地
歯
科
医
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

九
州
歯
科
大
学
が
ア
ジ
ア
に
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
現
地
大
学
と
協
力

す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
大
学
当
局
と
一

体
と
な
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
間
分

野
で
の
歯
科
医
療
援
助
を
幅
広
く
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
５
月
を
皮
切
り
に
現
地
の
慈

善
団
体
セ
イ
・
ラ
ン
・
ミ
イ
や
マ
ン

ダ
レ
ー
の
僧
院
運
営
の
慈
善
病
院
チ

ャ
ン
・
ミ
イ
・
ト
ッ
カ
に
数
回
わ
た

り
歯
科
材
料
や
外
科
器
材
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
ま
た
セ
イ
・
ラ
ン
・
ミ
イ

に
は
同
団
体
が
運
営
し
て
い
る
学
校

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
２
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
チ
ャ
ン
・
ミ
イ
・

ト
ッ
カ
に
は
所
属
す
る
歯
科
医
師
に

口
腔
外
科
小
手
術
の
無
料
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

バ
ゴ
ー
管
区
カ
ワ
町
立
病
院
の
歯

科
に
も
歯
科
材
料
、
器
具
を
寄
贈
す

る
と
同
時
に
同
地
区
の
小
学
校
２
校

の
児
童
生
徒
約
５
０
０
人
に
歯
ブ
ラ

シ
、
歯
磨
剤
や
文
具
を
寄
贈
し
、
口

腔
衛
生
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
健
省
と
提
携
し
て
支
援

保
健
省
と
提
携
し
て
支
援

　

13
年
に
は
株
式
会
社
ト
プ
コ
ン
の

協
力
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
に
対
し

大
臣
出
席
の
も
と
に
眼
底
検

査
機
器
５
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

医
科
大
学
４
校
と
ヤ
ン
ゴ
ン

総
合
病
院
に
設
置
さ
れ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｖ
Ｊ
と
九
州
歯
科
大

学
は
14
年
５
月
９
日
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
保
健
省
と
の
間
で
提

携
関
係
の
覚
書
に
調
印
し
ま

し
た
。
15
年
９
月
１
日
に
は

Ａ
Ｄ
Ｖ
Ｊ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
歯

科
医
師
会
と
の
間
で
提
携
関

係
の
覚
書
の
調
印
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
九
州
歯
科
大

学
は
ヤ
ン
ゴ
ン
、
マ
ン
ダ
レ

ー
の
歯
科
大
学
と
の
間
で
既

に
協
力
関
係
の
覚
書
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

保
健
大
臣
と
の
会
談

④

適
宜
変
更
と
い
う
暴
論
を
展
開

１
９
９
０
年
代
の
一
部

負
担
は
「
時
々
の
情
勢

の
下
で
国
民
的
な
選
択
」

の
課
題
と
し
た

　

１
９
９
８
年
度
版
白
書
は
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
て

く
、
情
勢
で
適
宜
変
更
で
き
る

と
い
う
横
暴
な
論
理
展
開
を
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会

保
障
の
「
基
本
的
人
権
の
具
現

化
」
と
の
あ
り
様
を
全
く
無
視

し
た
論
法
と
言
え
る
。

２
０
０
０
年
代
は
一
部

負
担
「
３
割
固
定
化
」

を
実
施

　

２
０
０
２
年
度
版
白
書
で

は
、「
医
療
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
給
付
率
を
７
割
で
統
一

す
る
な
ど
、
各
制
度
・
世
代
を

通
じ
た
給
付
と
負
担
の
公
平
を

図
る
と
と
も
に
、
保
険
者
の
統

合
・
再
編
成
や
規
模
の
拡
大
な

ど
運
営
基
盤
を
強
化
し
つ
つ
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
を

構
築
す
る
」（
２
０
０
２
年
度

版
白
書
）
と
示
し
、
実
際
２
０

０
２
年
の
健
康
保
険
法
等
の
改

正
に
よ
る
医
療
保
険
の
３
割
一

部
負
担
の
統
一
（
２
０
０
３
年

４
月
実
施
）
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
白
書
を
鳥
瞰
す

る
と
、
１
９
５
０
年
代
後
半
か

ら
、
５
割
以
上
の
給
付
を
目
指

し
、
１
９
６
０
・
70
年
代
は
給

付
率
を
７
割
ま
で
上
げ
る
方
向

い
る
。「
受
益
と
負
担
の
均
衡

と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
時
々

の
情
勢
の
下
で
国
民
的
な
選
択

が
行
わ
れ
る
べ
き
課
題
」（
１

９
９
８
年
度
版
白
書
）
と
し
、

給
付
率
・
一
部
負
担
率
は
「
そ

の
時
々
の
情
勢
」
で
選
択
さ
れ

る
べ
き
と
、
実
質
的
に
一
部
負

担
率
に
お
け
る
政
策
的
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
を
国
家
に
与
え
て
し
ま

う
方
向
性
を
明
白
に
し
た
。
つ

ま
り
、
一
部
負
担
の
導
入
・
割

合
に
は
、
学
問
的
根
拠
は
な

を
示
し
、
１
９
８
０
・
90
年
代

は
８
割
給
付
で
統
一
し
よ
う
と

し
た
が
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
ま
た
７
割
給
付
の
方
向
性

を
明
白
に
し
た
。
つ
ま
り
、
１

９
９
８
年
度
版
白
書
が
示
し
た

よ
う
に
、
給
付
率
・
一
部
負
担

率
は「
そ
の
時
々
の
情
勢
」で
適

宜
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

根
拠
や
理
念
は
存
在
し
な
い
。

　

既
に
、
高
齢
者
医
療
、
介
護

保
険
に
お
い
て
も
、
現
役
並
み

の
所
得
者
は
、
高
齢
者
で
あ
っ

て
も
３
割
一
部
負
担
が
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
保

障
利
用
に
お
け
る
不
公
平
是
正

の
観
点
か
ら
、
早
い
時
期
に
、

医
療
保
険
全
般
、
介
護
保
険
に

お
い
て
も
「
３
割
一
部
負
担

率
」
が
標
準
と
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
こ
れ
は
、
２
０
１
７

年
度
版
白
書
の
「
医
療
保
険
制

度
及
び
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
」（
２
０
１
７
年
度

版
白
書
）
と
の
文
言
か
ら
裏
付

け
ら
れ
る
。

　

で
は
、今
後「
そ
の
時
々
の
情

勢
」
に
よ
っ
て
は
、
３
割
以
上

の
一
部
負
担
率
は
あ
り
得
る
の

か
、
と
の
疑
問
が
湧
い
て
く
る

が
、筆
者
は
、当
分
は
こ
れ
以
上

の
一
部
負
担
率
増
は
無
い
で
あ

ろ
う
と
見
て
い
る
。 （
つ
づ
く
）

拠拠根根のの一部負担金 ⑤
医医療保険における療保険における

立教大学教授
芝田英昭

ンオラ ンイ
確認考資格

会
員
は
利
用
を
不
安
視

　

協
会
が
９
月
に
大
阪
市
内
会

員
に
対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て
、「
反
対
」

が
59
・
４
％
で
多
数
を
占
め
、

「
賛
成
」
12
・
５
％
、「
ど
ち

ら
で
も
な
い
」
26
・
６
％
、

「
無
回
答
」
１
・
６
％
だ
っ
た
。

　

「
反
対
」
の
理
由
と
し
て
、

「
新
し
い
環
境
を
構
築
す
る
た

め
の
作
業
や
コ
ス
ト
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
受
付
等
で
の
ト
ラ
ブ

ル
で
診
療
に
影
響
す
る
可
能
性

が
大
」「
個
人
情
報
を
完
全
に

守
れ
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
か

ら
」「
情
報
が
す
べ
て
紐
づ
け

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
」

ド
普
及
の
突
破
口
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。
政
府
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
だ
け

で
な
く
、
運
転
免
許
証
、
国

税
、
年
金
な
ど
に
紐
づ
け
す
る

こ
と
を
す
す
め
て
お
り
、
事
実

上
、
国
民
が
取
得
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込
も
う
と
し

て
い
る
。

　

政
府
は
22
年
度
末
ま
で
に
す

べ
て
の
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
」
の
導
入
を
目

指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

先
に
あ
る
の
は
、
各
人
が
支
払

っ
た
税
や
保
険
料
の
額
と
社
会

保
障
で
受
け
た
給
付
を
比
較
で

き
る
よ
う
に
す
る
管
理
統
制
の

た
め
で
あ
り
、
社
会
保
障
費
の

削
減
だ
。

　

菅
政
権
が
計
画
す
る
国
民
生

活
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、「
自
助
」

を
強
調
し
、
社
会
保
障
を
切
り

捨
て
る
新
自
由
主
義
政
策
を
推

進
す
る
た
め
の
手
段
と
な
り
か

ね
な
い
。
協
会
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
保
険
証
利

用
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。

な
ど
、
不
安
視
す
る
声
が
多

い
。「
賛
成
」
理
由
に
は
、「
Ｉ

Ｔ
化
は
必
要
」「
時
代
の
流
れ

で
仕
方
が
な
い
」「
便
利
に
な

れ
ば
い
い
と
思
う
」
な
ど
が
あ

る
が
、
明
確
な
必
要
性
は
乏
し

い
と
い
え
る
。

社
会
保
障
費
削
減
に
利
用

　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
利
用
を
進
め
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
な
ど
の

環
境
整
備
の
費
用
補
助
に
１
千

億
円
以
上
を
投
じ
る
な
ど
、
な

り
ふ
り
構
わ
ぬ
姿
勢
だ
。

　

保
険
証
利
用
の
促
進
は
、
カ

ー
ド
保
有
率
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
、
10
月
１
日
現

在
20
・
５
％
に
と
ど
ま
る
カ
ー

　

政
府
は
、
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
医
療

機
関
に
対
し
て
環
境
整
備
を
促
し
て
い
る
。
背
景
に

は
、
２
０
２
２
年
度
末
ま
で
に
、
ほ
ぼ
全
国
民
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ

ン
ト
」
の
推
進
が
あ
る
。
医
療
機
関
や
患
者
に
と
っ
て

必
要
性
が
乏
し
い
な
か
、
導
入
に
は
十
分
な
検
討
が
必

要
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
広
が
る
も
と
で
歯
科

診
療
で
の
対
応
法
を
学
ぼ
う

と
、
大
阪
市
内
南
部
・
東
部

地
区
は
９
月
26
日
、
講
習
会

「
国
際
的
に
重
要
な
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
33
人
が
参
加
し

た
。
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
科
口
腔
細
菌
学
教
室
の

川
端
重
忠
教
授
が
講
演
し
、

基
本
的
な
予
防
対
策
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

川
端
氏
は
歯
科
診
療
に
関

わ
る
感
染
症
に
つ
い
て
、
う

蝕
、
歯
周
病
と
も
細
菌
感
染

で
あ
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
は
な
じ
み
が
薄
い

が
、
近
年
の
感
染
症
の
中
心

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、
エ
ボ
ラ
等
ウ
イ
ル

ス
が
中
心
と
指
摘
し
、
歯
科

で
診
察
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
１

型
に
よ
る
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス
、

や
口
周
り
の
小
水
疱
、
コ
ク

サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
な
ど
が
あ

る
と
紹
介
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
ウ
イ

ル
ス
は
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
を
持

つ
た
め
70
％
以
上
の
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
り
不
活
化
で
き
、

麻
疹
、
水
痘
に
比
べ
感
染
力

は
低
い
も
の
の
有
効
な
治
療

薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
予

防
と
体
調
管
理
の
重
要
性
を

強
調
。
感
染
は
飛
沫
と
接
触

感
染
が
多
く
家
庭
内
感
染
、

夜
の
町
が
大
半
を
占
め
、
昼

の
飲
食
で
は
少
な
い
と
指
摘

し
、「
睡
眠
を
充
分
に
、
よ

く
食
べ
目
鼻
口
を
素
手
で
触

ら
な
い
、
２
㍍
距
離
を
空
け

る
、
手
を
洗
う
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
70
％
以
上
を
守
ら
れ
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

阪
大
・
川
端
教
授
が
予
防
対
策
を
解
説

マイナンバー普及の突破口に

歯科診療所での新型コロナ
感染対策を解説する川端氏
＝９月26日、Ｍ＆Ｄホール


